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ころをピークに以後、衰退を重ね 2013 年 2 月
帝国主義
自由・民主主義・米国的物質主義



























































































































































































































































































































































































































































































そうだ。それは終戦から 1980 ～ 90年頃までは
日本に便利で豊かな生活をもたらしたが、その
後はエネルギー不足や環境破壊あるいはストレ
ス過多な日常といった問題を引き起こしている。
が上がるので多少の不満があっても簡単には辞
めない。要するに、管理者も従業員も勤続を重
ねるにつれて給料は上がり、永年勤めることに
なる。経営者は、それによって彼らの忠誠心を
獲得する。企業経営は万々歳である。
これって、どこかで聞いた話だ。そう、これ
ぞ一時代を風靡した終身雇用と年功序列を特徴
とする日本的経営なのである。しかし、それは、
これまで論じてきたように、成長経済の下で自
然に行われる普通の企業経営のあり方でことさ
ら日本的経営と讃えることはないのではない
か。事実、日本的経営なる説は日本の高度成長
経済のとき盛んに謳われていたが、バブルが弾
けた以降この日本でさえあまり聞かれなくなっ
ており、批判の声さえ耳にする。
最近、生活保護費、児童手当あるいは、年金
などの不正受給の報道が目につく。これらの事
件に共通するのは、少額であるが不正な手続き
を繰り返して、相当額の公金を詐取するという
点である。この種の犯罪を成長－衰退理論です
こし考えてみよう。すると次の２つのポイント
が浮かび上がってくる。１つはそれが貧困層の
犯罪であること。２つ目は、その犯罪が公金を
対象としたものであること。
まず第１の貧困層の犯罪であることについ
て。もし、彼らが成長と（不安の裏返しである）
期待の良循環する成長過程に生活していたらど
うだろう。そこでは、多様なチャンスが現れて
は消えていく。希望に胸膨らむ若者はあるいは
起業し、あるいは政治家や芸能人を目指して努
力するだろう（今の日本では、それらの席の多
くが二世、三世に占められているが、それは日
本の衰退を示すインデックスの一つである）。
または平凡な会社員になっても、日本的経営と
やらで生活は安泰だ。こんな状況で、誰がセコ
くて手間ヒマが係る犯罪に手を出すだろうか。
時代は今、不安が募る衰退期である。衰退の
影響を最も受けるのが貧困層である。その一部
の人が、野望というより生活のため悪に手を染
めてしまったのだろう。言ってみれば、この種
の犯罪は衰退期日本の生んだ犯罪なのである。
　第 2のポイント、公金が犯罪の対象となって
いることについて。衰退期では小さくなってい
14　　成長 -衰退理論
（1989 ～現在）
成長－衰退理論によれば、時々のモード、こ
の場合時代の気運や世代の気質は、その時が成
長期にあるか衰退期にあるかに依存している。
したがって、上の４つの期の時代の気運や世代
の気質について次の式が得られる。
　　Ⅰ≒Ⅲ≠Ⅱ　　　　　　（１）
　　Ⅱ≒Ⅳ≠Ⅲ　　　　　　（２）
 ただし、≒は類似を、≠は差異を表す
先に論じたしごき・体罰問題は、世代間
ギャップが一因とされたが、それは（２）のⅣ
≠Ⅲに簡潔に表現されている。さらに（１）の
Ⅰ≒Ⅲは、その際問題とされた運動部の指導者
たちには、その前の大正・昭和初期世代の気質
ではなく、一つ跳んだ明治人気質が隔世遺伝し
ていることを表している。この点では、決して
「明治は遠くになりにけり」ではないのである。
また、司馬遼太郎は「明治という時代は日本
の青春であった」とよく語っていた。しかし、
これまで述べてきたように戦後の高度経済成長
の時代もまぎれなく日本の青春だった。そう、
「歴史はくり返す」のである。
こうした歴史の隔世遺伝性や「歴史はくり返
す」といったことについての詳しい検証も若手
研究者に託したい。
事が公徳心の問題であれば、それは道徳教育
の充実で対応できるかもしれない。しかしこの
公金不正受給のケースを見るとそれだけで、片
付く問題でもなく、現在の日本の常識である自
由と民主主義のレベルまでさかのぼって、根本
から見直さなければならないのではないかと思
う。
自由と民主主義とを具体化した政治制度の
代表は普通選挙である。そこでは、公金を不正
受給したが未だ摘発されていない人やその予備
軍も選挙権を有している。そうした人たちの投
票行動は掠め取っても罪の意識の軽い公の金の
拡大を求めたものになろう。一方、被選挙人は
そうした要求にポピュリズムよろしく福祉の充
実とかなんとか声高に叫んで、当選し、政治家
になる。こんな選挙民と政治屋との悪しき循環
が繰り返される政治は日本をただただ劣化させ
るのみである。そろそろわが国の自由と民主主
義という常識を問い直す時期にきているのでは
ないか。
ポピュリズムはたやすく衆愚政治を招く。そ
んなポピュリズムという麻（魔）薬は自由と民
主主義という土壌を好む。迷走するユーロの行
方を左右しかねないイタリア総選挙があのベル
ルスコーニ前首相がらみで展開され、今日 2月
26 日はその開票日である。
 （2013．２．26　記）
付記　歴史の隔世遺伝性
時代の気運とか世代の気質というものがあ
る。それにはどうやら面白い特性があるようだ。
すなわち、隣接しているものの間にギャップ、
差異があるが、一つ隔てたものの間には類似性
がみられる。
たとえば、日本の近、現代史である。それを
次の４つの期に分けてみた。
Ⅰ．近代日本の成長期すなわち明治時代
（1868 ～ 1911）
Ⅱ．近代日本の衰退期すなわち大正から終戦
まで（1912 ～ 1945）
Ⅲ．戦後日本の成長期すなわち高度成長の時
代（1946 ～ 1988）
Ⅳ．戦後日本の衰退期すなわち平成時代
